
香大アドミッション通信 第５７号（2026年7月号）

香大アドミッション通信では，香川大学の入試や進学相談会・説明会等の最新情報を高校生や受

験生のみなさんに配信します。香川大学についてのすべての入試情報は網羅していませんので，

香川大学入試情報サイトと合わせてご確認ください。

香川大学入試情報サイト ▷▷▷ https://www.kagawa-u.ac.jp/admission/

2026年 夏のオープンキャンパス最新情報
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基本的に事前申し込み制にて実施いたします。プログラムによっては，

当日参加が可能なものもございます。詳細はスケジュールをご確認くだ

さい。なお，事前申し込みは先着順となります。

https://www.kagawa-u.ac.jp/admission/briefing/opencampusinfo/

各プログラムの受付は，７月９日（木）午後５時～です

オープンキャンパスの内容 事前チェック

学部・学科 主なプログラム（抜粋）＊詳細はホームページ等でご確認ください。

教育学部
コース・領域プレゼンテーション，学部紹介・入試概要の説明

学生によるキャンパスライフの紹介，入試相談コーナー，国際交流体験

法学部
授業・入試の説明，卒業生によるキャンパスライフの紹介

体験講義，入試相談会

経済学部
学部概要説明，入試概要説明，入試相談，模擬講義，模擬ゼミ

学生生活相談，学生イベント

医学部（医学科）
学科説明，学内見学ツアー，在学生からのメッセージ，受験アドバイス

医学部を目指す高校生への先輩医師からのメッセージ，実習体験，ミニ講義

医学部（看護学科）
学科紹介、卒業後の進路・進学就職状況について，看護学科見学・演習体験

在学生，卒業生からのメッセージ，2027年度入学者選抜について，個別相談

医学部（臨床心理学科）
学科説明，カリキュラム，資格と進路，在学生からのメッセージ，ミニ講義

心理援助者の活躍について，学生生活について，施設見学，個別相談

創造工学部
各コース紹介，見学ツアー，研究室自由見学，模擬授業，入試相談コーナー

（造形・ﾒﾃﾞｨｱﾃﾞｻﾞｲﾝｺｰｽは幸町ｷｬﾝﾊﾟｽ，その他のｺｰｽは林町ｷｬﾝﾊﾟｽで実施）

農学部
学部概要説明，入試概要説明，研究室紹介，施設見学

キャンパスライフ紹介，個別相談会

＊プログラムは変更となる場合がありますので，詳細は，香川大学ホームページ等でご確認ください。

http://www.kagawa-u.ac.jp/admission/
https://www.kagawa-u.ac.jp/admission/briefing/opencampusinfo/
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NP入試（総合型選抜Ⅰ）ガイド2027（医学部看護学科）

◆第１次選抜（出願書類）のポイント

◆第２次選抜（授業理解力テスト，面接）のポイント

◆総合型選抜Ⅰで入学した先輩達の声

など，出願を検討されている方，必見の一冊です！

是非，下記のURLにアクセスしてご一読ください。

https://ｗｗｗ.ag.kagawa-u.ac.jp/WebOC2023-AW/

総合型選抜Ⅰガイド2027（農学部）

◆第１次選抜提出書類について

◆第２次選抜について

◆NP入試で入学した在学生の声

◆養護教諭コース修了者の声

◆香川大学医学部附属病院で働く卒業生の声

など，出願を検討されている方，必見の一冊です！

是非，下記のURLにアクセスしてご一読ください。

https://www.med.kagawa-u.ac.jp/files/7517/8038/8377/2027np_guide.pdf

アドミッション教員のつぶやき（20）

◆学習内容に関与した動機づけは不本意入学になりにくい

「入学満足度が高いと感じる大学に進学したい」，「不本意入学は避けたい」。受験生であれば誰しもそう願うでしょう。

一方で，国立大学を目指す場合，入試制度上，大学入学共通テストの点数によって出願する大学や学部を変更せざ

るを得ないケースが多く発生します。その可能性は一般選抜では50％前後ともいわれています。今回は，出願変更を

した場合でも，変更した出願校に満足して入学できる可能性を高める方法の一つとして，学習動機づけと大学入学満

足度との関係に関する調査結果から見られる特徴について紹介させていただきます。

教育心理学者の市川伸一先生が提唱した学習動機の２要因モデルという理論があります。この理論は学習内容の

重要性と学習の功利性という２軸から６つの学習動機の志向に整理したものなのですが，私は，これまでに何度かこ

の理論に基づき大学入学満足度に関する調査を実施してきました。その中でわかったことは，学習内容に関与した動

機づけ（充実志向・訓練志向・実用志向）があると不本意入学になりにくい，言い換えると，入学満足度が高くなりやす

いということでした。

大学進学動機は受験生によって様々あると思われますが，進学の動機づけの中に，「何を学びたいのか」があると，

充実した大学生活を送れる可能性が高まることを調査結果は示しています。「そんな話，何回も聞いているよ」と思う

人が多いかもしれません。しかし，科学的にも証明されているからこそ何度も耳にしてきたと考えることもできるでしょ

う。大切なことは，「何を学びたくて（何に興味があるから）〇〇大学を目指しているのか」を改めて自分自身に問いか

けてみることです。答えはすぐに見つからないかもしれませんが，自分と向き合う時間や機会を作ることが重要です。

なぜなら，このことが皆さんの大学４年間（または６年間）の満足度，充実度を左右する可能性が高いためです。是非，

改めて確認していただけることを願っています。

https://www.ag.kagawa-u.ac.jp/WebOC2023-AW/
https://www.med.kagawa-u.ac.jp/files/7517/8038/8377/2027np_guide.pdf

